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本学会では，論文の執筆フォーマットとして Tex と(MS) 

Word を用意している．Word は Windows 環境では長年に渡り

使用されている定番の文書作成ソフトである．しかしながら

論文のように与えられたフォーマットに沿った文書を作成し

たい際に思い通り扱えない場合も多い．本連載では論文執筆

の際覚えておくと便利な Word の操作を，毎回ピンポイント

に紹介している．ちなみに本連載自体も Word にて執筆され

ている． 

 

本学会の Web ページにて配布している論文用 Word フォー

マットでは，描画キャンバスを用いず，図と図のキャプショ

ンを表の中に入れている．今回紹介する描画キャンバスを用

いてもこのフォーマットとほぼ同等のことが実現できる．ま

た描画キャンバス独自の便利なテクニックもあるので，是非

使ってみていただきたい． 
描画キャンバスは，その名の通り，配置すると透明の枠が

作られ，その中に図形や画像，テキストボックスなどを自由

に配置できるオブジェクトである． 
メニューの[挿入]→[図形]→[新しい描画キャンバス]で文章

中に描画キャンバスを追加できる．追加を行うと，現在カー

ソルがある位置に描画キャンバスが追加される（図 1）．  
そのままでは，行内に配置され，文字と一緒に動いてしま

うので，前回ご紹介したように，描画キャンバスの枠を右ク

リックし，[その他のレイアウトオプション]からレイアウト

プロパティを開き，[文字列の折り返し]を[上下]に設定し，[位
置]プロパティを設定することでページの左右上下に固定で

きる（図 2）． 
描画キャンバス内に配置されたオブジェクトは描画キャ

ンバスが動けば一緒に動くようになり，図と，図のキャプシ

ョンをひとまとまりにすることが可能である．描画キャンバ

ス内に画像を配置するには，クリップボードの画像であれば，

描画キャンバス内で右クリック，[貼り付け]することで描画

今回のテーマ： 
 描画キャンバスを使いこなす 

図 1 描画キャンバスの追加 

Fig.1 How to add drawing canvas 



 

 
 

キャンバス内に配置される．文章内に配置された画像を描画

キャンバス内に配置したい場合は，画像を右クリックし[切り

取り]でいったん画像をクリップボードに送り，同様に描画キ

ャンパス内で右クリック，[貼り付け]で画像は描画キャンバ

ス内に配置される．また描画キャンバス内に図のキャプショ

ンを追加したければ，描画キャンバスを選択したまま[挿入]
→[図形]→[テキストボックス]で，任意のテキストが記入でき

るテキストボックスを追加できるので，そこへ図のキャプシ

ョンを記入すればよい（図 3），ただしデフォルトではテキス

トボックスには黒の枠線があるので消しておく必要がある．

矢印などの図形も同様の操作で追加できる． 
冒頭で描画キャンバス独自のテクニックがあると書いた

が，それは，カラムを横断した図を作ることができる，とい

うことである．例を図 4 に示す．本学会誌のフォーマットで

は，本文は 2 段組みで，2 カラムとなる．例えば横長の図形

や，図を横に並べて配置したい場合は，描画キャンバスの場

合，描画キャンバスの大きさを調整するだけでカラムを横断

した図を作ることができる．些細な事と思われるかもしれな

い．しかしながら，描画キャンバスを用いずに同じような図

を作ると，ひとたび内容を修正すれば文章全体のレイアウト

が崩れる複雑奇怪な Word ファイルの誕生となってしまう．

興味のある読者はぜひトライしていただきたい． 
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図 2 描画キャンバスの位置固定方法 

Fig.2 How to fix drawing canvas position 

図 3 テキストボックスの追加 

Fig.3 How to add text box 

図 4 カラムを横断した図の例 

Fig.4 An example of figure across columns 
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